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病原性酵母の株識別法の検討
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研究成果 
Candida albicansのRPS領域楓基配列を恭にデザイン
したブライマ…により， RPS領域がC.stelatoideaおよ
び C.dubliniensisにも存荘することが確認できた.さら
に， RPSを構成する内部反復配列 (ALT)のクローニ
ングを行い，それぞれの種の ALT配列を明らかにした.
これらの情報を碁に， C. albicansの RPS領域に基づい
たタイピングと 3菌種を区別するための 2種類のヅラ
イマーセット (P-IとAS-1)をデザインした.P-Iは 
C. albicans，C. stelatoideaおよび C.dubliniensisに特異的
で，これらの蘭種の RPS内の ALT反復回数の特徴を知
ることができた.AS-Iは C.albicansとC.stelatoideaに
特異的で， PCRにおける増脇パタ…ンにより，同商種
を区別することが可能となった.次ぎに， P-Iおよび 
AS-Iを用いた PCRにより， C. albicansのRPS領域に基
づいたタイピングの特徴について検討した.結果， P-I 
を用いた PCRでは，臨床分離されたC.albicansの多く
が type3 (ALTの繰り返しが 3回)であったが，これら
の株の聞に電気泳動パタ…ンに違い(増幅バンドの数と 
intensity)がみられた.さらに， AS-Iを用いた PCRによ
り， P-Iによる増幅が類似のパターンを示す株を区別す
ることができた.以上， 2種類のプラーマ}セット (P曲目
およびAふ1)を用いた PCRにより，迅速な C.albicans 
の同定とタイピングが可能となった.
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